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火源、探知機の実用実験結果について

1.はじめに

恥く液探知機は節句i素子に…ーミスター:1; c''̂ー

ターを使用したもので， 前所報4号によってその原

理，構造，設計，基礎的性能等について報告したが.

今貯は若子の内部;病治安改良し決別実験をわなった

のでその浩果についてや潟告するハ

論ずるまでもな<.地下室，地下街および無窓階建

物火災は，排煙が極めて困難であり，遠方から燃焼事3

体校長下ムヨ「ることはすに:tjEしく‘火災の消火に大き

なうえ俸ときたすことに公る。

したがって，なんらかの方法で燃焼個所を確認する

必要があるわけであるの

このよろに幾が充満し為的で燃焼侭所宏池

認す…ゐιとが困難な場貨に使用し. )孟やかに燃泌物体

を確認し効果的な消火活動を行なうことを目的とする

ものである。

2. 齢 号 の

(1) 赤外線の性質

然、燃物体などあお懸均体からは?足止ネノレギ蜘叩の赤外

線が汝射され，そして:その赤外車裂は機場中を遊漁る。

(2) 物体から放射される赤外スペクトル

Am=:=3000/T(μ) 

Am: !J値のi弘子自の1)

T:総対奴度 Ck)

(3) 物体から放射されるエネルギー

W=T4σE (W/cm2) 

W:物4込わら半耳、内向へ放射さ

一 (W/印勺

。:5. 67X 10-12 (W/cm2 deg4) 

ε:灰魚体の放射率

〉 受光エ*

Wd=Wj2rcd" (W/cm勺
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Wd:任意点 (dω〉の赤外エネルギー

代.v/cm2) 

火源探知織の原理

ア電子回路

イ 本機のプロックタイヤグラムは次のとおりであ

Z→赤外酔丙lイ極主主iザ世

函い[竺三一向性雨函;→したτ理
一》判i唾唇云雨ト叫極Eι心五

→→!猶桝肘号号-発生田路樹→雇唾語

務部説明

o 光部:会…♂〉蒸着による反射~~ラー

。赤外線断続部:100c/s 

理想周波数は 156/官但し τは

時定数。

出回路部:サーミスタ a ボロメ…タ…を検

出素子として利用したブリッヂ

回路。

o ノレター :サー ーボロメ の雑

音を取 PÁ~ く

。場幅回路部:信号電流の第 1段目の増幅

。ゲート回略報・ 100c/情。ヲ領号のみ次(f)閉路へス

イチングナる。

。鐘流団長省副:交流協定整流する。

。発振回路部:1000c/s-2000c/sの信号電流を

発生す ~ìQ

0 な力増幅絡郊最終段情緒で出力箆i況を発生す

る。

。信号音発生回路部.スピーカーによっ音声を発生

するの

の沼源医路潟:サスターボロメ白一白I ターパイ

アス電源，増幅四議t堅調原，赤外

線断続用モーター遭程度
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その一端に火源を，他の一端に火砕;探知機を設け，室

内に紛の氷乾材σ燃焼による摩を発生さそt，潔j幾度

よび火源の大きさに対する感知距離を測定する。この

火設の種燃は次めとおりである。

7 -'f.1.手 100mmのスクリーン型円形黒体炉 C700T)

イ -t~の木必材(1 ωx3cmxωcm) 2.5kgの設燃抗

F寺

弘お，長量通量度は依光係議文によって示-t。

ぐの 実 験 符 m
実験結巣は第 3凶のとおりである。
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広畑控訴訟{明j

ょこで.実線(一一〉半径 1ωmスクリーン型円形

男主炉 (700"C)

一点鎖線(ーーー〉杉の木乾材2.5kgの最燃

!続可

点線〈ー←ー〉肉眼感知

7. 議案

結浬，梓主上σ〉問題として赤外線築党方法，目、外線倹

出素子，赤外線l折統チョッパ一周渡数と時定数の関係，

電気圏路/イズ 2 電r~i.等について所幸Ð <~まに

いて述べてあるので省略する。以下においては各口二務

実敏浩果c;みにツいてち喜美する。

ぞ1)累震特性足ついで

滋J!f特世は第 i災!こ示すとおり，温度変化はよるケ

回路荷役電竺?土5Q.Cグコ 500mvをfti的こ

する。本機はこの電庄が 60Qmvになるとゲート回路

が霊1;し潟市15信りが発少γるよっに設計され山、る。

したがって，周由温度変化によって音声信号が発生す

るようなことはなL、
(2 一般吋視光線による不感知特性

本機の一般可視光線による不思知特性法第 2表のと

りである。日F〈よわち滋光 ν)光えはその明度(1)犬小

によってゲート回路前段電圧に芸うまり変化を生じな

」、。そしてそ心最大正i正は4.00m、I 温度でく:;J告発主電

Aの 600mv ;fでの宇佐野ーにけ相当内失怖がホるo

ただふの場合の周匝1lil温度は 20・Cの場合であるの

で，照明温度が50"C君認定で仁かも1境問照fff 5001)(以

上のような場合になると赤外線の入射がなくとも音声

信号が主義生する場合もあるω しかしド機会太陽のjヲ淘

に直機向けた場合を除くほか一般に考えられる明るさ

では感知(音作信号を建生〉しないφ しt:がって…波

可視光線には感知しないと Lてさしっかえなし、。

(3 一般~気中め火源探知特位;ニつ L

この特性は第 3表に示す ξおりであり，実際使用上

はおしに正直紘~係な~¥ /)，製作仕様のノ， <'メーターとす

oと便利であち。

またふの特1生は火泌を半i丞100皿のスク 1)ーン主主円

彩黒体炉，照[f!]温度 5'cの場合のJ壊、体炉限攻と E予知距

離の関係を示すもので煙に関係なL、。

こめ特性か人考慮すると火況の大3さを一定;こした

場合，その温度と感知距離は直線的な関係にあり温度

あがれば感知距離も渓くヤ;;;，。 そ川割合は 50むのじで

43m， 1/2勾配程度と恩われる。勿論火源の面が大きけ

ればそれだけ大きな赤外エネノレギ…合放出しているこ

とになるので感知距離も長くなる。また火源滋賀が大

さくなゐ場合白河様℃ある。

これ%のこぞは前所報 4号又は当検2育Ij号の概要事，

(3)物体から放射されゐ赤外品ネル今一， (幻覚光L ネル

キc!-(1)戎からず明らかであち。すなわち於肝エネ;t.，ギ

-wは次の式で表わされ

W=T4(JεjcrnZ) 

絶対温度の 4乗に比例する。又受光エネノレギ-Wdは

次の王えで表わ作れ

Wd=Wj2πdZ (W /cm2) 

離の立乗に治比仔11γ る。 ~， 1をぷ〉¥if，t、去し赤

外エネルギーが放射状に放射されていれば二れらのこ

式は松崎関係はある~ ，、ぇミi;)t，三:1¥J定て.明 Jパ、で

く15) 

だい。

(4) 実F討議従軍主総長さについて

本機内感知5'p離，，，.吹 5図・・示す¥J， J 3り欧州の伊号IJ，

煙濃度により巣る。寸なわち感知際離;士磁書展度が一定

らこ涼め J方、外*~!投射エネ 9レギ…川大 1，、毛主主た放

射エネルギーが一定なら， :..~煙者提度が小さい答!大きくな

<:J 0 

たとえば第 3図によると燃焼物休を[打線-Z;'i~':.;~ rf'2で、き



る距離が 2mの場合，その煙濃度は 0.8である。この

吹態の煙模型空で火源探知機そ使用すれば嘗その探知距

織は半径 I船四めスクリ… γ際司形黒体が司O.C)

の火';11;¥の場合で約12m，杉の木乾材(1ωx3anx30 

ω) 2.5kgの最燃焼時の火源〈高さ 1m， 前面 1mの

位置の放身iふろ毅:ぷO.05calj cm2sεのの場合で約20mで

る。

Lたがって火源探知機を使用すればその感知効果は

肉眼に比較して，前者の場合で6倍，後者の場合で10

ということじなる。

すなわt:，， ニの効果は鈴ででも明らかのように火

源の赤外線エネルギーの差異によって具り，比例的で

ないが，火源、の涼外線エネルギーが大きい程大きい。

たこのJ~駄に使用した艇はがの木乾材の燃潟く矯焼〉

よるもあーてその周囲温般も必~450Cでお絞殺で発表

した発煙筒によるものと比較することはできなし、。

8. 結 論

実際の火えんこは火源の大ざと，煙濃度，ぷぷr.周回

( 

温度等が千差万別であるので本機使用効果を限定する

.とが非常に燃がしい。

しかしこのj予言論結果すなわち杉の木乾狩 ωx3

anx30叩)2.5kgの最燃焼の火源の場合，肉眼での確認

距離2m~こ対し本機を使用することにより約20mの

澄方から絞知ずることがで診たこと等から機の性能

は一応初j誌の筏約を達しものと考えら また本

機は総重量 2.3kgで内部電池を使用しているため完全

携帯用で消防用個人装備として一応満足できるもので

ると考Jとられる。

なお本機;主唱和43年 3刃 B，電々公?上ぶ田中継

所において実施した火災実験の結果，木材約3トンを

火災室において燐焼させ小窓より吹き出る炎を肉限透

滋距離約♂〉煙の充満?る鴻室て:'15!llの浅方から

然知できおことが明らかとなった。

又この場合，痩の充満する室の最長が15mであった

ためこれ以上の距離において実験することができなか

fこ。
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